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4 -般共通事項

特記仕様書

補給倉庫変台設備等更新工事

航空自衛隊松島基地

変圧器、変圧器台及びケープルヘッドの更新工事

(1)仕様書

本工事は、本仕様書及び図面に記載してある事項のほか、公共建築工事標準仕様書及び公共

建築改修工事標準仕様書に従い遺漏なく実施するものとする。ただし、本工事に関係なき事項

については適用しない。また、これらに明記なき事項については、監督官の指示に従い実施す

るものとする。

(2)疑義

図面と仕様書に定められた内容に疑義が生じた場合、監督官と協議のうえ実施するものとす

る。

(3)現場管理

ア 安全管理

(ア )施工中は、常に安全確保に留意し現場管理を行い災害及び事故防止に努める。

(イ )現場の安全衛生は、現場代理人が責任者となり労働安全衛生法その他関係法令に従つて

これを行う。

イ 災害時の対処

災害及び事故が発生した場合は、人命の安全確保を優先するとともに二次災害の防止に努

め、その経緯を監督官に報告する。

ウ 立入制限

本工事のため基地内に入門する関係者は、指定された場所以外にみだりに立入りしてはな

らない。
工 写真

(ア )工事写真は、施工前、施工中、施工後、材料検査及び目視できない箇所の施工状況、そ

の他監督官の指示により撮影し、各 1枚をアルバムに整理し、提出するものとする。また

写真撮影は定点、同一方向から撮影するものとする。

(イ )本工事で撮影した写真データは、CD― R又はDVD― Rに記録後、事前にウィルスス

キャンを実施したものを提出するものとし、その後請負者は、写真データを削除するもの

とする。

オ 施工時間

施工時間は、平日の0815～ 1700を基準とする。ただし、予め監督官の承諾を受け

た場合はこの限りではない。また、夜間及び平日以外に工事を行う場合は別に定める様式に

より監督官に申請するものとする。

力 設計図書等の管理

(ア )設計図書及び写真等を、本工事に使用する以外の目的で、第二者に使用させてはならな

い。また、その内容を漏洩してはならない。

(イ )請負者は、発注者から貸与された図面等を、施工完了後すべて監督官に返納するものと

する。

キ 基地内における規定事項の遵守

本工事のため基地内に入門する関係者は、松島基地所定の諸規則に従つて行動するものと

する。

(4)その他

ア 請負者は、他の工作物等に損害を与えないように作業するものとする。損害を与えた場合
は、速やかに監督官に報告し、請負者の負担において復旧するものとする。また、第二者等

に損害を与えた場合には、速やかに監督官に報告し、請負者の責任において補償するものと

する。

イ 緊急事態の発生に備え、予め「緊急連絡先一覧表」 (様式任意)を作成し、監督官に提出

するものとし、一部を保管しておくものとする。

5 特記事項

(1)電気工事

ア 材料

使用材料は、JIS、 JEM、 JEC及びJACCの規格品とし、高圧を通電する材料及び規格の指定が

あるものは、当該規格品又は同等以上を使用するものとし、事前に監督官の承認を得るもの

とする。また、公共建築工事標準仕様書に定める試験が必要な材料については、監督官に試

験成績書 (様式任意)を提出し、承認を得るものとする。

(ア )変圧器は油入変圧器とし、屋外耐塩型、 トップランナー式とする。

(イ )ハンドホールは、有効寸法がW1500mm、 D1500mm、 H1200mmと し、許容鉛直荷重55k‖以上の

ものを使用するものとする。

(ウ )鉄蓋は、破壊荷重15k‖以上とする。

(工 )コ ンクリート柱は、高さ12■、末口径190mm、 ひび割れ試験荷重5kN以上とする。

(オ )高圧ケープルは、CV丁ケープルのE― Eタイプを使用するものとする。

(力 )高圧ケープル端末処理材は、がい管を使用するものとする。

(キ )高圧ケープル直線接続材は、合成樹脂モール ドを使用するものとする。

(ク )波付硬質合成樹脂管は、難燃性を有するものを使用すること。

(ケ)合成樹脂被膜鋼管は、外面を被膜し、内面を塗装したものを使用すること。

(コ )高圧カットアウトは、耐塩・箱型を使用するものとする。

(サ)高圧避雷器のリード線は、 LAコ ネクタを使用するものとする。

イ 撤去工事

撤去物は、各図面の撤去項目による。

(ア )ハ ンドホール内で直線接続する撤去配線は、余長を半周分以上取った上で切断すること。

(イ )監督官が指定する変圧器の絶縁油は、官側で処分するため変圧器から抜き取り、指定し

た場所へ集積するものとする。

ウ 新設工事

(ア )施工は、電気設備に関する技術基準 (省令)、 電気設備の技術基準の解釈 (経済産業省)

高圧受電設備規定 (日 本電気協会)、 配電規定 (日 本電気協会)によるほか、関係法規に

よるものとする。

(イ )電柱

令和 5年  6月 23日
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a 既設電柱の撤去に先立ち、新設電柱を建柱するものとし、新設電柱から既設電柱へ高

圧架空電線の仮設配線を取るものとする。

b 新設変圧器への負荷切り替えは、既設変圧器での送電を生かしつつ、停電日に各回路

ごと順次切り替えるものとする。

c 仮設配線は、撤去品の高圧架空電線を利用し既設電柱撤去までの間仮設するものとし、

細部は監督官の指示によるものとする。

(ウ )地中線路

a 電柱及び外壁への立上り部は、地表から地中30mの位置で異種継手を使用し、波付硬

質合成樹脂管及び合成樹脂被膜鋼管相互を接続するものとする。

b 電柱への立上り配管は、支持材を使用し管同士が一直線になるよう立ち上げるものと

し、末端は防水処理すること。

c 立上り配管施工時に、パイプレンチ等で傷ついた箇所については、タッチアップ等に

よる補修を行い、防錆処理するものとする。

d ハンドホール内のケープルは、支持材で内壁に沿わせて配線するものとし、余長は一

周分取るものとする。

(工 )接地

a l避雷器及び変圧器外箱へのA種接地工事は、共用接地とし、変圧器 2次側中性線への

B種接地工事は単独接地とする。

b B種接地工事の接地抵抗値は、監督官の指示によるものとする。

c 接地線は、硬質ビニル電線管で保護するものとする。

d 新設ハンドホールの支持材にはD種接地工事を施すものとする。

(オ)はつり

a 既設ハンドホール及び新設ハンドホールヘの穴あけは、原則としてダイヤモンドカッ

ターで行うものとする。

b ハンドホールヘの配管施工完了後、貫通部とベルマウスとの接合部にシーリング材等

を充てんし、ハンドホール内へ水が浸入しないように防水処置を施すものとする。また、

配線撤去後のハンドホールの貫通孔も同様に防水処置を施すものとする。

(力 )塗装

厚鋼電線管は合成樹脂調合ペイントによる 2回塗り塗装を施すものとする。また、塗装

色は淡彩とし、事前に監督官の承認を得るものとする。

(2)土工事

ア 根切りは、周辺の状況、土質、地下水の状態に適した工法とし、土砂が崩壊しないように

注意して施工するものとする。

イ 地中埋設物は、事前に調査を実施して建物周辺の給排水配管、配線等に影響がないように

施工するものとする。また、損害を与えた場合には、監督官に報告後、速やかに修復するも

のとする。

ウ エ事に支障となる障害物を発見した場合は、監督官に報告し、協議するものとする。
工 掘削構内は平坦にならした後、十分に転圧し、新設配管の上部5cmまでクッション砂で

埋戻しを行い、その上部に掘削土を再使用し、十分な締固めを行うものとする。また、管に

損傷を与えないよう、掘削土中の石等は除去するものとする。

オ 残土については、場内敷き均しとし監督官の指示する場所に運搬するものとする。

力 張芝は、高麗芝を使用し、雑草が多量に混じったもの、熟れて腐ったものは使用しないも

のとする。また、現状地盤に合わせ不陸がないよう仕上げるものとする。

キ ロ土は、腐葉土等の上壌改良材を使用するものとし、日地部分のへこみがないように均―

に散布するものとする。

ク 新設ハンドホールの砂利地業に使用する砂利は、再生クラッシャランとし、粒度はJ!SA
5001 RC-40と し、厚さlomm以上とする。

(3)舗装工事

ア アスファル ト舗装については、下記により施工するものとする。 (同等品以上可)

(ア )再生クラッシャラン :J!S A 5001 RC-40

(イ )粒度調整砕石 :JIS A 5001 ‖-30

(ウ )アスファル ト乳剤 :JIS K 2208 浸透用プライムコート(PK-3)

(工 )アスファル ト混合物 :再生密粒度アスファル ト混合物13F

イ コンクリート舗装については、下記により施工するものとする。 (同等品以上可)

(ア )再生クラッシャラン :J:S A 5001 RC-40

(イ )コ ンクリート舗装版 :JIS A 5308圧縮強度21N/mm2ス ランプ18帥 粗骨材20mm

ウ 路盤は締固め器材を使用し十分に転圧を行い、舗装版を既設の道路に擦り合わせるものと

する。

(4)排水工事

ア 側溝及び側溝蓋版については、下記により施工するものとする。 (同等品以上可)

(ア )U型側溝 :240× 240× 600

(イ

(ウ

(エ

(オ 基礎及び調整コンクリート:JIS A 5308圧縮強度21N/mm2スランプ13帥 粗骨材20mm

(カ 敷モルタル :配合1:3
イ 側満の施工については、既設の側溝排水の勾配に合わせ平滑に据付け、日地部は接合用モ

ルタル (配合1:3)を用いて凹凸のないように仕上げるものとする。また、新設自由勾配側

溝にアスファル ト舗装版を擦り合わせるものとする。

ウ 施工の際のぐらつきは、モルタル等で調整するものとし、側溝蓋の設置は、段差及び隙間

ができないよう設置するものとする。

(5)試験、調整

ア 電圧及び検相確認

撤去前及び新設後に変圧器 1次側、変圧器 2次側及び分電盤 1次側の電圧及び検相確認を

実施するものとする。

イ 絶縁抵抗測定

(ア )高圧回路は、耐電圧試験の試験前及び試験後に測定を行うものとする。

(イ )低圧回路は、撤去前及び新設後に各回路ごと測定を行うものとし、細部は監督官の指示

自由勾配側溝 :300× 400× 2,000

自由勾配側溝蓋 :2枚掛け、鋼製グレイ″・

再生クラッシャラン :JIS A 5001 RC-40

令和 5年  6月 23日
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によるものとする。

ウ 耐電圧試験

(ア )変圧器及び高圧ケープル (既設ケープル、端末処理及び直線接続を施工した箇所を含む)

を試験するものとし、合格した後、送電すること。

(イ )試験電圧及び試験方法については、電気主任技術者と協議するものとする。
工 接地抵抗測定

新設後に測定を実施し、測定値を記した接地極埋設標を取り付けるものとする。

オ 試験成績書

測定及び試験の結果を書面 (様式任意)にて提出するものとし、細部は監督官の指示によ

るものとする。

(6)停電

ア 本工事に伴う停電日は、土曜日、日曜日及び祝日を基準とし、原則として監督官の指示す

る日に実施するものとする。

イ 停電は、区分開閉器による停電とし、原則として停電日当日中に復電させるものとする。

ウ 停電作業は、事前に監督官と協議のうえ、停電計画書 (様式任意)を提出し、電気主任技

術者の承認を得るものとする。

(7)石綿規制対応について

ア 請負者は、関係法令に基づき、必要な事前調査を行い、労働基準監督署に報告等を行うも

のとする。なお、官側で実施した石綿調査結果を活用できるものとする。

イ

ウ 請負者は、関係法令に基づき、石綿の適正な処置及び飛散防止措置を行うものとし、作業

工程等に変更が生じた場合は速やかに監督官へ申し出るものとする。

(8)発生材の処理等

本工事の施工により発生する産業廃棄物の処分 (又は特定建設資材の再資源化に係る処分)

は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律 (昭和45年法律第 137号)(又は建設工事に係る

資材の再資源化等に関する法律 (平成 12年法律第 104号 ))に基づいて適正に処分するも

のとする。また、産業廃棄物管理票 (マニフェス ト)D票・ E票の写しを提出するものとする。

さらに、金属類等監督官の指示する発生材は、通知書を作成し監督官の指示する場所へ集積す

るものとする。

場  所 律  材 コI   IP 信  者

怖 T提 所 1 建 物 ●[壁 塗 赳 ][電]θ〕nl■_R% ク :l｀ノ″イ ′し r,層 日ヽ

令和 5年  6月 23日
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貫流 ホ

・
ンフ・分

IⅢ ⊂D 139柱
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1139-1柱
1.8m

285m
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20m

火ホ・ンフ・分 電 盤
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砂 利 地
図面 番 号 15

ア (Eル ー ト)立 面 図 (撤 去 )に よる補 給 倉 庫 分 電 盤

二`∨・ _  ヽ 几 例

倉 庫

空調 設 備 動 力分 電 盤 へ S

140m

記 号 名 称

D 撤 去 ン クリート柱

撤 去 架 空電 線

撤 去 地 中電 線
撤 去

施 工場 所 1 外 線 図 (撤 去 )

374m

記 号 電 線・ ケ ー プル 電 線 管 等 数 量 備 考 記 号 電線・ ケ ー プル 電線 管等 数 量 備 考

目 6kV CVT 22nm2 r岬 答 聴 詈 、 228m 3oJ口 o,ouuv
菫 序 翻 自 C CV 8● in 2-2C FEP30 l.3m 10Z薔 lUbV

:● 彗 館 ]卜 奎l額 盤

C_O FP 14昴 m2_3C FEP30 18m 303' 210V D CV 8nm2_3C 「 EP30
(配 管 磯 僣 〕 20.Om 響1撃皐りり勧Ⅲ

CY 5 5腱口2-3C FEP30 13m lo5" `lu― lu● v
譜 ″ 素 ン プ 雪 打 CV 5.5mm2-2C r口 書 義 吾 、 20.Om

「
|¥栞 リリ雷打

HP 1 2:ロ ロー3P FEP30 13m 火 災 報 知 信 号 E DV 14ロ ロ2-3C {架 空 配線〕
2径 間 3φ 3W210V

G(a) HP l.2nn-3P {架 空 配 線 ) 204m 火 災 報 知 信 号 [F] CV 3.5m● 2-2C 「 LP30
(配 書 義 置 )

22.3m 102, 105V

B CV 100nm2-3C FEP65 1.8m lo6" `lu― lulv G 015日●×2 {架 空配 線 )
`ヨ

腱
fan nml 現 在 不使 用 電線

CV 150■n2-3C FEP80 13m 103■ 21U― ]UbV
縮 給 含 庄 電 灯 lL-2. 3

H OC 22m2× 2 {架 空配 線 )
Zヨ腱

現 在 不使 用 電線

CV 60..2_3C FEP50 1.3m lo5■  `lu― lu● v
織 給 金 膚 雷 打 1:-4 015口 mX2 {架 空配 線 )

Z:菫
f,n nm」 現 在 不使 用 電線

CV 38mm2_3C FEP40 1.3m ソ|』客響W慟 u_1 : 0022m口 2X3
1架 空配 線 )

3条
現 在 不使 用 電線

cv 100nm2_3C FEP65 l.3m 3● 3" イ]UV
油 蟄 合 膚 動 力

“

_, ※撤 去 FEPの 電柱 側 立 上 りは 、 0.3m

1140柱



通 信 柱 CI)
11.7m

C D

給 倉 庫 変 台 設 備 等 更 新 工 事
図面

番 暑

全 16婁
の 内 6

1外線図 (新設)

籠 覇菅 小隊長 班  長 設 計

/
/

/ /
/

/ /
松島基地施設隊

ルト・ホール内で、

既設 配線 と直 線 接 続
区分阻壼希

興   「_
ワ~~~~■

」

●8m

1.2m

新 設 ル ト
・

ホール内余 長 :4■ m
⊂の■Om ■Om〔高 、 A② ル‐卜〕

F『I日

ハント・ホ‐ル内で、

既設配線と直線接続

11 砂 利 地
芝 地

「―――――――■函r― ―

1凍 結 防 止 制 御 盤

‐
　

　

―

　

　

●
　

　

・
　

　

　

‘　
　
　

・

貫流 ホ・ンフ・分

図 面 番 号 15

イ 立面 図 (新設 )に よ る

既設ルト・ホール内余長 :3.6m
:A① ,A② ,■、 Cルート1_

① o■m

⑩ ⑩ OO0222m

σ
‐
O

CL≦ジ

(G配 管 )
(EO)(ECO05■ m

5m

唯
詢
　
″
・

‐３
既

●
■

仮 設 電 線 〔撤去 品利 用 }

OC 22mm2 3条 仮設 図

消 火 ホ
・ンフ・分電 螢 17.7m

/´´
｀

ヽ

V5■ m

図面 番 号 15

ア (Eル ー ト)立 面 図 (新 設 )に よ る補綸 倉 庫 分 電 盤

口 []
凡 例

'ヽ 、蒸 気 配 管 :H=3,000 記 号 名 称 記 号 名 称

0 新 設 コンクリート柱
初 設 電 縁
I雷 鑢 書 全 ′,l

新 設ル ト
・

ホール
詢 設 地 甲 電 稼
〔雷 線 管 含 む 〕

新 設 ホ
・

ックス

空調 設 備 動 力分 電 盤 へ S
新 設

施 工場 所 1 外線 図 (新 設 )

記 号 電 線 ・ ケ ー プル 電線 管 等 数 量 備 考 記 号 電 線・ ケ ー プル 電線 管 等 数 量 備 考 記 号 名 称 数 量

高 6kV CVT 22ロ ロ2 _L■L 30 3W I .50uV D E‖―CE 8ni12-3C FEP30 5.3m 3● 3H Z10V
l基

Q_9 EM― FP 14mm2-3C FEP30 32.3m E‖―CE 5 5■ m2-2C FEP30 5.8m :oz口 lubv
書 滸 素 ン プ

理 積
=破

地 [

iか 所

EM― CE 5 5m● 2-3C FEP30 32.8m E E‖―CET 14mn2 E鵬―lE 5 5ロロ2 2m

E‖―HP 1 2m嗜-3P FEP30 49.5m 火 災報 知信 号 予 {予備配管) 予備 配 管

B EM― CET 100●口= FEP65 32.8m !01口
`

記 号 直 線 接 続 数 量 記 号 直 線 接 続 □□

E‖―CET 150mm2 FEP80 32.3m 103■ 2
精 捨 合 ロ

10-105V
I雷 灯 lL-2.3 ぐ〉 6kV 22● 口2 CVT 1か 所 14nm2_3C 1か 所

EM― CET 60m.2 FEP65 32.8m 1● 312
鐘 絵 合 ロ:雷 打 11-` ◇〉 150口.2 cvT 1か 所 8..2_2C 1か 所

EM― CET 38暉 .2 FEP50 32.3m 303■ 2 lUV 〈3〉 100口.2 cvT 2か所 5.5m.2_3C 1か 所

EM― CET 100■■2 FEP65 32.8m i勧 力

“

_タ ⇔ 60■口2 CVT 1か 所 1.2nm-3P 1か 所

C E‖―CE 3mm2_2C FEP30 32.3m 102■ 〕5V
⇔ 38■ n= CVT 1か 所 ※新 設 FEPの 電 柱 側 立 上 りは、 0.3m

令和 5年  6月 23日



工 事
名】腕:

補 綸 倉 庫 変 台設 備 等 更 新 工 事 咽
■:16栞
の 肉 7

図画

名 菰 施工場所1 掘削図①

班 長 設 計

/

/
/

/
/

/
/

/
松島基地施設隊

既設ルト・ホール①
9m x ШQxl■Ш ____

「
ｌ

ｉ
　
ヨ
嘲
＝

‐　
１
１

一
　

　

　

　

‘
‘

．

．
　

　

　

一

■
―
‐
‐８１
「
「
Ｉ
Ｊ
‘，

1____ 1.100______`  |
.       2700

新設ハンドホール姿図

既設ルドホール②
900× 900× li00

倉 庫

芝 地

０
い
ト

「
―‐
』
＝
「
――
――
――
―‐
―
――
』「
――
＝

　^
　
　
　
０
一
一
　
　
　
　
一一
崎
〓

″

´

設

ヽ

埋

〕

圧

〔

高

‐ ３
ト

「
■
「
――
――
――
――
――
』●
――
コ

一　
　
　
　
　
一
一
一
　
　
　
　
　

．一
０
〓

，
―
‐
‐
‐
一
ＯＦ
‐
‐
―
―

。

■
―

到

―
ヨ

．Ｎ

埋設■ト

FEP50 FEP30
――‐

FEP30

埋設

"ト

| 一
一

３〇

一
“
一

―

」

柿計キす十オ材―・ 爾|~~~~800~~~~

零

一
．ト

えヽ
~面

P雨ヌ丁両F而苅「 FE汚1'更TT雨扇藪蔦 FEP輌ヌ「iT
Iヨ _【 AL△ ②、B二 Q,堕 ■)_____」車 道 17初訃 舗 装〕

.自 由勾 配側 議

芝 地

300     700     3∞

▽襲

上層路螢 t=100

下層路腱 t=150

▽GL

３
一
一一

３

埋設″ト

撮副上

ク,ション1'_

０
ロ

。1    。一 ‐|―・   o  ・   o一 う

新 設ル ト
・

ホール

i500X:500× 1200(l基 )

D種接 地 工 事

E‖―lE 5 5m膊 2(2m)

連 絡 式接 地 棒

(φ 14× 1500X3連 絡 1か 所 )

芝 地

FEP30× 4,FEP40× |,FEP50 X l,FEP65× 3,FEP80 X l
(A① 、A②、 B、 9、 E)

:/ン今、 FEP30× 4,FEP50× 1,FEP65 X 3.FEP80 X l

l↓
′1(A① 、A②、 B、 C)

1. 000

~｀

   二::か

'力

:,“島曇L●:′レイ
i ・・

目・ `′ 議it輸 o′

′′・ ‐́・
‐・  

―
埋設シート      ロ 3

・ ―FEP30 FEP30 FEP65_FEP65~ FEP65‐ FEP40へご 0・
_。 。.。_。 O00oO。 0_ヽ 口

_:
40404040085:028565854054 ヽ_……

■4‐7面『ヤ備蒔『 両 77「 7「 7鰤rl160・
｀
弓ヽ聴:ち ,

・   ~  ~‐
   1.300~   ~      ・

 ‐̀`
‐
~~

高圧埋設井ト

埋設シート

駐 輸 場 3,

３

一
．ロ

`↓〉貫流ポンプ

肛

8 3

８

ｏ
お

FTゝ
円響6F80bF苦ピTЪ 、く墨:.

404040851028565854054 ＼、 ……・
f“
・77F)`7`7『

'Jヤ

rT'『
‐
170=｀ぜ霜壬

“・        :f前 0         
′`′́・ ″́

・
180・廿7『十F iFヤr7F'Fヤ

「
17J・

・ ~       1:500 ‐
、

　

一
『
「
「

‐
Ｖ

i:000

15,200

几 ■ _ ___ __

1 記 号 1    項

ヒ 」

Xl 施工場所 1 掘削図①砂 利 地 (E)
記 号

土砂 等 根 切 り、埋 戻 し 65.43m としπ
無 筋

撤 去

土砂 等 根 切 り、

人 力 (蒸気 配 管

数 量

▽0____ _

８
ト

　̈
　
　
―‐
‐
　

――
――
＝
ロ

．　　
　
　　
　
　
一
一
一　　
　　
　　
　
一
０
」

埋設″ト
し L=600 1か所

「

~~~~■

匡
=コ

ユ″1■11Lヨ L」E

芝 地

1.79m=
億溝 撤 去 ,

新設 L=2,000 2か所

区こ】 張 芝撤 去 、新 設 64.:2m2 アスファ掛 鋪 装 版 切 断 23.16m
|

無 筋 コンクリート切 断 1.00m
アスファルト舗 装 版

撤去 、新設 (t=50)
9.15m2

令和 5年  6月 23日



工

給 倉 庫 変 台設 備 等 更 新 工 事 駆
■ 16某
′ゝ :ヽ R

1 掘削図②

困 F▼詞 設 計班  長

/

/
/

/
/

/
/

/
/

/
松島基地施設隊 令和 5年  6月 23日

張 芝

一
Ｒ

ｌ

一
一

８

ゆ
卜
一

″

/〃
´

グ/

一
一
一　
一
０
一　
　
　
　
　
０
一
∞ _81

-― 堕 1  1

=:_塁
L_10

倉 庫 |

■二
j

8     ._ _GLT36

自由勾 配劇 溝 蓋 ■21枚 掛 ii

自 由勾 配 側 溝 :_300X400X21000_

1._ 調 ヨ
=コ

ンをリーL: 2:■ 13-20

t]書 硼壼コンク1,卜 :21-18-2Q

、 基 礎 砕 石 :R04Q

[□L17Q

[fE211

.アスファ小 混 合 物 11_3F′上 [Q

_アη zl卜 乳 剤 :PK-1

粒 度 調 整砕 石 _:は,30/t=100

1早蜃当ヒタラフシャラン
=:R“

Q∠t=:50

掘 削土

埋 戻 し材 (ク ,″ 砂 )_

住自幻 配 側 溝 蓋 :鍛挫 21L221_

自由勾 配 側 溝 13_mX」 0_0_X_2000

ヨR襲ンタリ「卜:21-18=20

魯豊][■ンクリート:21-18-21

基礎 砕 石 :RC40

施工場所 1 掘削図②

張 芝

A～ A'標 準断面図

240

張 芝

掘 削 土

B～ B'標 準断面図

レノ _、 /,/  ′/う/   ′/`/´   ///′
// ・  /′

`/   .//′

  /′ ://
イ́/  _///   _´ /ン/   ′

′
′

｀
、、、 張 芝

張芝   _GL
８

ト

ヽ
，

０ミ

８

ト

‐
‐
・
一■
‐
Ｉ

Ｌ

一
〇
〇
０
一

/

//f.
FEP40

掘 削 土

百 1

=2`
到

二盤五聖型■饉菫版二塑 -18-21∠■三Ш

L_二生量2五五:皿互LlШ

二麹 L
出聾也ュ立必」壁

040

張 芝

〓

ｍ

０
日

８

ｏ
〓

‐‐ i Vi丁三]「



工 事 不

工 事
名 廊

補綸 倉 庫 変 台設 備 等 更 新 工 事
図画
番 暑

全 16葉
の 肉 9

図面

名 称
‖39柱装柱図 (撤去)

[:]

/

/
/

/
/

/
/

/
栂三コ五菫硼

、
コ

一

暉
l

へ

“

ヽ
_ヽ V

需 ヽ

1139柱 ① 1139柱② 名称 等 規 格 、仕 様 等 □□ 備 考 数 量

2,500

一　

　

　

　

ヽ
２

＞

一　

　

　

　

　

‘
ヽ

Ｃ 12田 -190田■-5.Ok‖ 2本

1台

11台

８

ｏ
〓

・1台

10個

⑥ 高圧 避 雷 器

８

一
〓

⑦ 3,000× 75× 75 16本

11,500× 75× 75    1i2本
― ―-4

1,500× 75× 45   2本   |

1 00 22..2 ――一――l接 地 EA,ELA

⑦ _ 高圧 引 下 げ 擦 PDC 22日 ●2

PDC :4口 .2ヽ
ノ

石
Ｈ
ヽ ③ 撤 去

記① ８

ｏ
．Ｎ

38口 m2 数 量

⑨
⑭ l防 犯 灯       IFL 20W l灯 用

86m
133m
8.lm
33m
31m
33m'5]h
33m
95m
36m

ヽ
ン

⑦

く

０
０
０
．一
一

③

・② .③
｀
t④

⑭

８

ｏ
．Ｎ

⊂D
①

∈D

× 9
D

F ⑬
８

一
あ

↑GLT

８

ｏ
．Ｎ

火災 報 知信 号

Omm2_3C      I

ut-:.31.-----

B

C

撤 去

↓FEP
#139柱 装 柱 図 (撤 去 )

令和 5年  6月 23日



上 畢

名 珠
補 綸 倉 庫 変 台設 備 等 更 新 工 事

四 ‖39-1柱装柱図 (撤去)

口1「1lITヨ 班  塁 設  計

/

/
/

/
/

/
/

/
/

/
松島基地施設隊

搬 去 (8139-1継 )

‖o 名 称 等 規 格 、仕 様 等 田 []

1139-l① 柱 #139-l② 柱
10ロー1 90mn-3.5k‖    12本

~~~~~~~~~~~~~~~1 台

・
台③

④ 5個

Ω___ ⑤ 本

一

Q
一
８

↓
‐
　

―

一一

Q_ ．一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
０
．Ｎ

④

末テーフ
・

処 理

⑤
　
⑦

８

ｏ
“

撤 去 (|

記 号

139-1柱 立上げ,立 下_り 部)

: 
電線

竜額詈
プル     備考     数量

CV 8n,■ 3C    現在不使用電線   25m
=622       _端 ホテーフ・処_置     1.5m

l:28n「

2_3C _    |:需

::8:4m2-3C       i:凧
::8 4mm‐

3C         i::m

l1214m2  接地EA   ::用
1せ2:3mm2  接地EB   :::m
l:2}5mm2_ 接地ED _::m

/ i② ③ ⑦

８

ｏ
〓

W

⊂D
⊂D

X4
ヽ
ノ∈

・
８

■

一　

　

　

　

　

〇
３

〓

⊂D
⑩

①
∈D

CL

#139-1柱 装柱図 {撤 去 )

８

０
．Ｎ

/卜
)

当

ヽ

撤 去

令和 5年  6月 23日



工 事
名 珠

補 給 倉庫 変 台設 備 等 更 新 工 事 躍
含 16葉
の 肉 11

図 面

名 株
,140柱装柱図 {撤去}

籠 蒻猥 小隊長 班 長 設 計

/

/
/

/
/

/
/

/
松島基地施設隊

#140柱

至 #139柱 ①

緯去 _(」 4麟D_
‖o    名称等 規 格 、仕 様 等 数量

1本   |
⑤

.⌒ :功
い 柱

.ヽど|{重」せ會●1___

^ 
高圧力外アウト

でノ
{テンションL―ス・含む )

③  高圧避雷器
‐
⌒

‐
軽腕金 てデ=ムタ::~

ドン1.薔 子,■ ント1含 む)
F、 支線 い・ンド,玉 碍子,

.V_支 線力1-ド 含む)

12:|-190● m-5.Ok‖

一
〇
０
．〇
一０

一
０
．０

至  補 給 倉庫
2個

2本

1か 所

12ml

撤去 (■40柱 立上げ.立 下
静二  電線・ケープル
“'    電線管

(=:)‐ |:214m2

り_部 )

:    備 考

・接 地 ELA

#140柱装 柱 図 {撤 去 )

81

８

一
●

撤 去

令和 5年  6月 23日



補 綸 倉 暉 変 台設 備 等 更新 工 事
凶 回

番 暑

■ 16某
の内 12

通信柱装柱図 (撤去 。新設)

冒]畷朦 爾日
『

編 匡 ]:費 小隊長 班  長 設 計

/

/
/

/
/

//
/

/
/

/
囲匡コ団夏□ 令和 5年  6月 23日

通 信 柱

一一一

８

〓

至 #i39柱①

i災

~顧

曇耐飛

'~~~~~|1堅摯熙豊生_桂 ,|_

―
― ―

‐ ‐

 1

８

ｏ
‘

８

■

∞

撤 去 (

記 号

り部_)

数量

10m

備 考

GED HP l.2mm-3P 火 災報 知信 号

８

ｏ
あ

新設 (1100柱

記号  電
立 上 げ、 立下 り部 )

線・ ケ ー プ ル  ‐
電 線 管

備 考 数 量

E‖―HP i 2口 m-3P
CLT28

火 災報 知信 号
66m
33m

.  ↑GLT

'   ↓FEP
8・

至  新設 ハ ン ドホ ール ８

『

Ｎ 通 信 柱 装 柱 図 (撤 去・ 新 設 )

撤去・新設



工 事

名 漁
補 綸 倉庫 変 台 設備 等 更新 工 事

図 画

番 暑

全 16案
の 肉 13

1139柱装柱図 (新設)

可 翻 F 籠 覇マ調 小隊長 班 長 設 計

/

/
/

//
/

/
松島基地施設隊

X

‖o.

①
一②

2本

Ｃ

一Ｃ

⑦ 二 相 変 圧 器

#139①柱

X8

#139② 柱
名 称 等 規格 、仕 様 等 数 量

12n― 190nm-5.Ok‖

コンクリートホ・‐ル用

81

=|

コンクリート柱

足 場 ホ
・

掛 40本  |

ll台  |

1台

コンクリート根 か せ

'コ ンクリート底 板

⑤

⑥

単 相 変 圧 器

単相 変 圧 器

高圧 避 雷 器

1200× 240X:70 四□

500-100 四□

⑭_
② ン//反 20

⑫

⑪

８

ｏ
〓

一
３

〓

８

り
■

８

『

Ｎ

８

ｏ
‘

碍 子    1耐 塩

ストラフフ
・  1軽 腕 金用 、 中

110個  .

'3個  |

12個

12枚

6個

6個

① ⑫
l高

圧 引留 クシ フ・ EI日

銅 線 用

14in2
接 地 EA,ELA

①

支し⑭

①

耐塩       17個
6kV 22mm2 CVT   lか 所
_耐 颯     _ _13個 〕_
3,200× 75× 75

:,800× 75× 75

1,500× 75× 75
38口輌2

・予備 配 管

・接 地 EB

#139柱装 柱 図 (新 設 )

記 号 ―― .数 量
０
０
０
．０
一

ヽ
ノ

ろ
ヽ
¨

①

④

⑤ ⑥ ⑦

∈D
8 ⑫

①
①
⑩
⑩
④

7-ムタイレスハ・ント 190～ 260

190～ 260
抱き7‐ム用

230～ 325

945mm

山形鋼
1500X50× 50
鋼鉄製
1800× 450

0C 22mm2

アームタイレス金 物

自在ハ
・

ント

2個

4個

8本

4本

5寵k

3条
17.5m)

6m  l

⑪

A

B

C

∈D
(D 丸形アームタイ

⑬ アームタイ

D

E
× 3

⑩ _

PDC 22田 m2

PDC 14■ ●2 35m

7個

③

高圧 分 岐加
・―   I Tl

接 地 極 表 示 板    .口 土 交 通 省仕 様

4X1500X3運結  2か 所  t

12枚

接 地 測 定 試 験 端 子 回□国 2個

1個
至 ンフ・

新 設

⑫ LED防 犯 灯 LBF2RP-10

参考 :Panasonic

⑪ 1台スィッチホ・ッタス    1儒 :忌界掘『[爵F用

令和 5年  6月 23日



工 事
名 漁

補 綸 倉 庫変 台設 備等 更新 工 事
図画
番 曇

含 16葉
の 肉 14

図 画

名 称
163柱装柱図 (撤去 。新設〕

班 設 計

/
/

/
/

/
/

/
松島基地施設隊

863柱 ① 863柱 ②

□□

3個

PDC 22n■ 2 45m

名 称 等 規 格 、仕様 等 数 量  |

高圧 ケ‐フ
・

ル端 末処 理

Э′ヽ
一

８

■

一

高圧引下げ線

高圧 分 岐加
・‐

__①

‐既 設 高圧 ターフ
・

ルヘ

端 末 施 エ

８

ｏ
．〓

８

ｏ
ご

#63柱 装 柱 図 (撤 去・ 新 設 )

1ヽ                1
:|                     |
||                     |
11                     1

‖_____       |

‖o. 名称 等 規格 、仕 様 等

高圧 引 下 げ 線

‖o.

①

撤去 。新設

令和 5年  6月 23日



工

工事
名称

補綸 倉 庫 変 台 設 備 等 更 新 工 事
図面
番号

含 16葉
の内 15

図面
名称 立面図

企画係長 小隊長 班 長 設 計
ノ

/
松島基地施設隊

補 綸 倉庫

ア (Eルー ト)立 面図 (撤 去 )

_1_1_1 1_1_1_上

補 給 倉 庫   ■| 設ホ・ッタス内で、既 設 配 線 と接続 |

.既 設 盤 内で 、

1既 設 配 線 と接
ルホ1,ク ス(SuSl_ 21)0× 210 x i50

フ・ルホ・ックス{SuS)
EM― CET 14n■ 2

×200X150
貫 流 ホ・ンフ・制 御 盤

ÍG36、 塗 装 L

EM― CE 5 5■ m2-2C
IPV30〕

．
肇

■EM― CE 8mm2-3C
{PV301

A
EM― CET 14嗜 m2

(GLT36) GL

８

∞ ※アスヘ:ス ト含 有 建 材 (外 壁 塾‖ ) EM― CET
{F[P40L

14mm2

,i39柱 よ り

コンクリート版 GL ア (Eルー ト)立 面図 (新設 )

フ・ルホ・ックス{SuS)

15_0_X151 Xlコ Q_
新 設 (立 上 り部 )

8139柱 よ り

]‖ |[|‖‖|

|||1岸十
Ш

I‖ ‖|

記 号 電 線・ ケ ー プル 電 線 管 等 1 数 量 備 考 記 号 名 称 数 量

D E‖―CE 8■口2-3C 器語L++絆 3φ 3W210V
奮 滸 素 ン プ 勧 カ □

フ
‐
カホ

‐
ッタス

150X15a
Isus〕

X100 1個

E‖―CE 5.5田●2_2C 卜lLEユ』L___」___Il=」 l==L_
pVl1   1  0_A rn

1● 2■ 105V
言滸 素 ンプロ 打

フ
‐
ルホ

‐
ック

タnn x,n
isus〕
xl月 n 2個

E‖―CET 14●口2 工E肛 上■ ■L
」 工■ __上■ lm
C36    1 0 7m

3φ 31 210V
空目設備動力

イ 立面図 (新設 ) 立 面 図

令和 5年  6月 23日

IIIIn甲

/

/
/

/
ノ

/
/

/

‖|

37,



工 事 完 了 後 要 返 却 工事 関係 者 以外 不 許 複 製

工事
名称

補 給 倉 庫 変 台設 備等更新 工 事
図面
番号

全 16葉
の内 16

日画
呂1彙

変圧器接続図 (‖ 39柱 }
´ ―

´ 一 一

総括班長 企画係長 小隊長 班 長 設 計

松島基地施設隊

高圧母線 3φ 3W6600V

区分開閉器より

直線接続

直盤目囲塩_皿圧誼強

Tr

l φ 3W 20KVA

6600/210-105V

Tr

l φ 3W 50KVA

6600/210-105V

Tr

3φ 3W75KVA

6600/210V

至 消火ボンプ分電盤
EM― FP :4ロロ2-3C

E田―CE 5.5口 m2_3C

E‖―HP 1 2田 m-3P

i
L._. ..l
r.- -- -l ,- - .-.1

S,:00柱
至 補給倉庫分電盤火災報知信号

EM― CET

EM― CET

Em― CET

E‖―CET

E‖―CET

100mm2

150m.2

60nm2

38n膊
2

100mm2

至 凍結防止制御盤
E‖―CE 3mm2_2C

至 貫流ポンプ分電盤

E‖―CE 8口,2_3C

E‖―CE 5 5m口 2_2C

至 空調設備動力盤

E‖―CET 14..2

‐
―
‐
Ｔ
‥

―
―
～

Ｉ

Ｄ
ヽ

ヽ
　

　

Ｉ

Ｔ
‥

変圧器接続図 (#139柱 )

R

令和 5年  6月 23日
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/

/


